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小学校・中学校国語科における敬語指導教材

―教材における「敬意」を中心に―

Honorific guidance teaching materials

in elementary and junior high school language classes

―focusing on ‘respect’ in teaching materials―

原　田　大　樹

Hiroki Harada

 1 　はじめに

　我が国における敬語指導は、敬語の指針や敬意表現

指導指針において転換してきた。しかし、敬語そのも

のに対しての研究が進んでいるのにもかかわらず、学

校教育における敬語指導は、大きく変化をしないまま

現在に至っている。敬語とは、社会生活を営む中で重

要なツールであり、相手を敬うという点において、日

本の言語文化である。

　2007年 2 月、文化審議会国語分科会が「敬語の指針」

について文部科学大臣に答申した。これまでの敬語の

種類を従来の 3 分類から 5 分類へとした。また、中央

教育審議会の初等中等教育分科会は敬語に関して、次

のような改善の基本方針を述べている。

　　敬語の指導については、人間関係を円滑にし、日

常の言語生活を豊かにするため、相手や場に応じた

言葉遣いが適切にできるようにすることを重視す

る。1 

　

　このように、相手意識・場面意識をもたせ、適切な

敬語の使用を行うことを重視している。また、それら

は、「人間関係を円滑に」するとともに「言語生活を

豊かにする」ためであると述べられている。私たちの

言語生活を振り返ってみると、人間関係を円滑にする

ために、使用する言語を変化させる。例えば、同じ方

言話者間でのコミュニケーションの場合は、共通する

方言で話したり、同世代の人間観でのコミュニケー

ションであれば、「タメ語」といわれる話者と相手が

同じ地平に立った言葉を用いたりする。これらの言語

使用に関しては、「上下親疎」の関係をとらえ、言葉

を選択していると言われている。このように、「相手」

や「場」を認知し、表現語彙を変化させながら話して

いる。このとき、相手や場を認知するが、裏返せば、「自

己」を相手や場の状況などから位置づけていることと

なる。とりわけ、謙譲語においては、相手との関係性

の中で、自己を相手の立っている地平よりも低い位置

に位置づけることになる。「人間関係を円滑に」する

ためには、相手との関係性を捉えることはもちろんの

ことであるが、その一方で自己をどのように位置づけ

るのかということも重要であると考える。

　では、学校教育においてどのように指導されようと

しているのか。本稿では、小学校国語教科書、中学校

国語教科書における敬語教材を検討することで、敬語

指導の現状を捉えること、系統性を確認すること、敬

語・敬意がどのように位置づけられているのかを検討

することを主たる目的としている。

　敬語そのものや敬語の運用に関する先行研究は、言

語学分野、言語社会学分野において多く見られる。

国語教育分野における敬語指導に関する先行研究

は、管見の限り多くは見られない。例えば、宮本克

之（2007 2 ）、原田大樹（2011 3 ）がある。宮本は、短

大生を対象とした敬語表現教育の実践を踏まえた報告

を行っている。原田は、敬語に関する答申等の史的変

遷を踏まえ、敬語指導の現状として、教科書にみられ

る敬語指導教材の中から、敬語への変換活動に着目し
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敬語指導の現状と課題を報告している。しかし、宮本

は、「学校教育の現場からの発想による小学校、中学校、

高等学校、大学に至るまでの体系的な敬語教育のカリ

キュラムを作成すること。」と敬語指導の系統性が不

十分であることを指摘している。このような指摘を踏

まえ、本稿では、義務教育段階での敬語指導の系統性

を学習指導要領および、教科書教材から見ていきたい。

また、先に述べたように、敬語・敬意というものがど

のように位置づいているのかを見ていく。

 2 　小学校における敬語の取り扱い

 （ 1 ）学習指導要領での位置づけ

　まず、小学校における敬語の取り扱いについて検討

していく。平成20年度版学習指導要領解説の中の国語

科改訂の趣旨の具体的内容として、「（カ）敬語の指導

については、基本的な知識を理解し、実際の場面にお

いて使い慣れるようにすることを重視する。」と述べ

られ、敬語に関する基本的な知識を習得することと敬

語を使用できるようにすることが具体的な改善点とし

て挙げられている。また、学習指導要領では、「伝統

的な言語文化と国語の特質に関する事項」の中の「イ　

言葉の特徴やきまりに関する事項」、「言葉遣いに関す

る事項」に位置づけられている。年次配当としては、

第 1 学年及び第 2 学年で「敬体で書かれた文章に慣れ

ること」とされ、以下のような解説がなされている。

　　小学校に入学した児童は、これまで以上に、友達

や教師、地域の人々など様々な人とかかわるように

なる。相手や場に応じて、言葉の使い方が変わるこ

とを意識するとともに、敬体で書かれた文章にも接

することになる。ここでは、そのような文章表現に

おける相手や場に応じた適切な言葉遣いとして敬体

で書かれた文章に慣れることを示している。4 

　このように、第一学年及び第二学年では、敬体の文

章に慣れることが述べられている。また、言葉の使い

方の変化について意識することが挙げられている。こ

れらの指導に際し、「最初は、文末表現に注意させて

読み慣れるようにし、漸次自分でも使い慣れるように

していく。次第に常体の文章も出てくるので、敬体と

常体との違いについての初歩的な理解ができるように

指導することも必要である。」と述べられ、教科書を「読

む」ことによって、敬体という話型を習得し、生活の

中でも使用できるようにしていくことが必要であるこ

とがわかる。

　次に、敬語が位置づけられている第 5 学年及び

第 6 学年では、「日常よく使われる敬語の使い方に慣

れること」とされている。この点に関して、解説では

次のように述べられている。

　　丁寧な言葉の使い方については、中学年までの指

導を受けて、高学年においては、相手と自分との関

係を意識させながら、尊敬語や謙譲語をはじめ、丁

寧な言い方などについて理解することが大切であ

る。5 

　小学校中学年までの段階においては、あくまでも「丁

寧な言い方」を日常生活でも使用できるようにし、高

学年では、尊敬語・謙譲語・丁寧語などについての理

解も求められている。また、「相手や場面に応じて適

切に敬語を使うことに慣れるよう」しなければならな

いことも求められている。

　このように、学習指導要領では、小学校入学と同時

に、丁寧な言い方から学び、日常生活においても使用

できるようにし、高学年では、尊敬語・謙譲語・丁寧

語などの理解へと系統立てられている。

 （ 2 ）小学校国語科における敬語指導教材の現状

　では、上記で見た、学習指導要領で位置づけられた

敬語指導教材は、教科書にどのように反映されている

のであろうか。

　まず、第一学年及び第二学年において、先に見たよ

うに、「敬体で書かれた文章に慣れること」とされて

いることが確認できたが、「話型」として、学習者が

敬体を使用するようになっているものが、次のような

ものである。
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　これは、一年上の中の、「こんないしをみつけたよ」

という教材である。石の形や色などの特徴を紹介する

ような教材である。領域的な視点で見ると、話すこ

と・聞くことの領域である。紹介する際には、「おむ

すびくんです。」 や「にて　いるからです。」などのよ

うに、 「です」という敬体が用いられている。想定さ

れる学習としては、この「です」という話型を使用し

た形で、見つけた石や好きなものなどを、他の学習者

に発表するというようなものであろう。では、教科書

の中で、初めて敬体の文が用いられている教材はどの

ようなものであろうか。以下で示すのは、一年上の中

で、「ふたりでおはなし」という教材である。

　教科書に提示されている絵を見ながら、二人で話す・

聞く活動を行う。ここでは、「いますか。」「います。」

という「ます」という敬体を用いて、二人で会話をす

るという教材である。

 6 

 7 

　このように、入門期においてはペアでの対話を基本

にしながら、「です・ます」といった話型を学習する

ことになっている。これは、その後の学校生活、授業

の発表の際に用いる最低限度のルールとして身につけ

てほしい話型として提示しているのではないだろう

か。入門期の時期に対話活動で、敬体の第一歩を学習

させようとしているのであろうと考えられる。

　次に日常生活に関連させた敬語指導の単元を見てみ

る。次のようなものが見られる。

　これは、「おみせやさんごっこ」という教材である。

実際にお店屋さんとお客さんになって学習を進めるも

のである。ここでは「ありがとうございます。」「くだ

さい。」「ありますか。」「あります。」「いいですか。」

という敬体が用いられている。

　このように、小学校低学年においては、敬体の話型

で、話す・聞く活動が教材となっていることがわかる。

「敬体の文章に慣れる」ために教材文にも敬体話型が

示され、それを用いて、発表や対話、ごっこ遊びなど

を行うことで使うことに慣れさせようとしていること

がわかる。それらが、日常の学校生活とりわけ授業中

にも使用できるように、教室内に、発表分けなるもの

が掲示してある場面もみられるのである。

　このように、小学校低学年では、主として、授業中

に発表する際の話型として、敬体が使用されている。

では、高学年では、どのような教材が見られるのか。

以下に示すのは、小学校 5 年生の教材「敬語」である。

 8 
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　低学年の教材と異なり、敬語に関する定義、分類、

例文が示されている。

　敬語の定義としては、「聞き手や、会話の中に出て

くる人などに対して敬意を表すために、必要に応じて

ていねいな言葉づかいをします。これを敬語といいま

す。」とされている。分類としては、従来の 3 分類に

基づいており、「ていねい語」「尊敬語」「けんじょう語」

という順で提示されている。それぞれの分類された敬

語の定義は次のようにまとめられる。

 9 

10
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　文化審議会 「敬語の指針」 で示された 5 分類ではな

く、 従来の 3 分類が教材の内容である。 このような

分類・定義が示された後に、どのように言い換えるか

という課題が 4 つほど提示されている。次に、第 6 学

年の教材を見てみる。「生活の中の敬語」である。

　この教材は、日常生活の中のどんな場面で、どのよ

うな敬語を使用すればよいのかを考えるものである。

具体的な場面における例文をそれぞれ示しており、そ

の例文の一部分を敬語に言い換えるようになってい

る。

　以上、小学校における敬語指導教材を見てきた。低

学年においては、日常の学習場面での発表の話型を、

「です・ます」を中心に教材化されていた。高学年に

なると、敬語の 3 分類に即して、敬語の体系的な知識

が示されている。そしてその後、「どのように変えるか」

といった言い換えの課題が示されている。小学校 6 年

生の教材になると、日常生活の中で敬語を使用する具

体的な場面が 5 場面示され、言い換えるような教材と

なっていた。すべてが、 技術的に敬語に変換する教材

となっていることが指摘でき、敬意に関する文言はな

いことがわかる。

 3 　中学校における敬語の取り扱い

 （ 1 ）学習指導要領での位置づけ

　次に、中学校学習指導要領国語科編で、敬語がど

のように位置づいているのかを見ていく。小学校と

同様に、 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

「（イ）言葉の特徴やきまりに関する事項」に示されて

いる。その中の、「言葉の働きや特徴、言葉遣いに関

する事項」の第二学年では、 「（ア） 話しことばと書き

言葉との違い、共通語と方言の果たす役割、敬語の働

きなどについて理解すること。」、第三学年では、「（ア）

時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違い

を理解するとともに、敬語を社会生活の中で適切に使

うこと。」とされている。第二学年の文言について、

小学校からの系統性に鑑み、次のように解説が書かれ

ている。

　　敬語については、小学校第 5 学年及び第 6 学年に

おいて、「日常よく使われる敬語の使い方に慣れる」

よう指導している。中学校においては、個別的・体

験的な知識を整理して体系付けるとともに、人間関

係の形成や維持における敬語のもつ働きを十分に理

解させる必要がある。指導に当たっては、基本とな

る尊敬語・謙譲語・丁寧語について理解させるよう

にする。なお、文化審議会答申「敬語の指針」に示

されている尊敬語、謙譲語Ⅰ、謙譲語Ⅱ（丁重語）、

丁寧語、美化語の 5 種類については、生徒の実態に

応じて取り上げることも考えられる。11

　小学校で得た敬語表現に「慣れる」ことから、体験

的に得た知識を体系化して整理していくことが中学校

における敬語の取り扱い方であると言える。また、指

導の際、人間関係の形成や維持のために敬語の働きを

理解させることが肝要であると述べられている。その

際、取り扱う敬語の種類は、尊敬語、謙譲語、丁寧語

を中心として、5 分類は、実態に合わせて指導するよ

うに記されている。次に第 3 学年の文言を見てみる。

　　敬語については、第 2 学年までの指導を踏まえ、

社会生活の中で、相手や場面に応じて、適切に使

い分けられることができるよう指導する必要があ

る。その際、敬語は国語の歴史の中で一貫して重要

な役割を担い続けていること、相手や周囲の人と自

らとの人間関係・社会関係についての気持ちを表現

する役割があることについて配慮することも大切で

ある。また、「A 話すこと・聞くこと」（ 1 ）の「イ　
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　このように、敬語の知識が体系化されて示されてい

るのである。とりわけ、会話中に出てくる人物に対す

る尊敬表現、謙譲表現を例として挙げている。二人

称、つまり話の相手に対する尊敬表現や、話の相手に

対する謙譲表現に関する図は示されていないことがわ

かる。また、「文法の窓」のような小単元として、一

種のゲームのような形で、上記の「特定の語に変化す

る動詞」を学ばせるものもみられる。

　以上のように、中学校における敬語指導教材は、敬

語の基本的知識を与えることが中心となっている。ま

た、小学校における敬語指導教材と同様に「敬意」に

関する文言は出てきていない。

 4 　小学校・中学校における敬語指導教材に

みる系統性～「敬語」「敬意」について～

　以上、小学校、中学校における敬語指導についての

学習指導要領および、教科書教材について見てきた。

　学習指導要領上では、小学校低学年の丁寧な言い方

で敬語に慣れることを経て、小学校高学年において、

敬語の種類を学習することとなっている。中学校では、

第 2 学年では、体験的に得た知識の体系化と整理が学

習され、第 3 学年では、適切に使い分けることとなっ

ている。

　それらを教科書教材で見てみると、小学校低学年で

は、話型として丁寧な言い方が出てきており、それを

真似するような活動を通して慣れさせるような構成と

なっている。そのような丁寧な言い方は、おそらく、

場の状況や相手の様子に応じて話すとともに、敬語

を適切に使うこと。」と関連させて指導することが

大切である。12

　第 3 学年においては、これまでの学習を踏まえたう

えで、適切な使い分けができるよう指導することとさ

れている。

 （ 2 ）中学校国語科における敬語指導教材の現状

　では、中学校国語教科書に掲載されている敬語指導

教材について見ていく。

　中学校の教材では、小学校段階で開設されてい

た 3 分類の敬語が、それぞれ詳細に解説されている。

その後以下のような、自己と相手の位置を示す図と尊

敬語・謙譲語のうち、「特定の語に変化する動詞」が

表で示されている。

13

14
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学習活動の場で、発表話型としても指導され、身につ

いていくものと考えられる。その後、小学校高学年に

おいては、敬語の 3 分類とそれらの定義、そして、そ

れぞれにどのような言い回しがあるかを紹介するよう

な形で教材が構成されていた。中学校になると、敬語

に関する解説が詳細になり、体系化された敬語の知識

が載せられている。また、「文法の窓」なる小単元で、

言い換えるものもみられた。

　このように、義務教育段階における敬語指導、教材

を見てみると、おおよそ、日常生活で慣れることには

じまり、敬語の知識が段階を追って提示され、最終的

に使い分けを行うような発展を見せていることがわか

る。

　しかし、これらの一連の敬語指導の流れは、敬語そ

のものの価値、コミュニケーションの一つのツールで

あるという視点から捉えなおせば、果たして、ツール

として使用できる状態になるまでの指導になっている

だろうかと疑問に感じる面がある。すなわち、敬語の

使い分けが中学校第 3 学年にあるだけで、小学校高学

年、中学校第 2 学年では、「使用」に関しての指導が

希薄であることが指摘できる。また、先にも述べた通

り、技術的に敬語へ「言い換え」ることができるよう

になることは、本当の意味で、「敬意」を学ぶことに

なるのであろうか。このような敬語指導のあり方に関

連して、望月善次（2007）は「原則は確認しながらも、

緩やかな適用を！根底に敬意があれば、誤用にも目く

じらを立てずに！ 15」と述べている。つまり、「敬語」

指導に関して、その基本を押さえながらも、その根底

にある「敬意」を育むような指導のあり方を提言して

いるのである。言語学者であり敬語研究の第一人者で

ある菊池康人も次のように述べている。

　　かりにぎこちない会釈や野暮な「やあ！」でも真

心が伝わりさえすれば好感がもてるように、敬語や

言葉遣いも、多少スマートでなかったり不適切だっ

たりしても、十分に真心が感じられる場合には、多

めに見たいという気になるものである。16

　このように、国語教育分野においても、言語学分野

においても、敬語の指導は、「敬語」そのものの指導

よりも根底にある「敬意」とその敬意をどのように表

すかという敬意表現の二つの指導が重要であると述べ

られている。この点に関し、原田（2011）でも「知識

としての敬語の指導、そして、それを使用できるよう

な指導が望まれている。換言すれば、ただ、知識とし

て敬語の体系を指導するだけではなく、それを実生活

に使用できる、コミュニケーションという実際の場面

で使用できるということが必要である。17」と述べて

おり、現在の敬語の指導は、知識中心となっており、

「使用」の指導を増やす必要があることを指摘してい

る。このように、根底にある「敬意」の表し方の一つ

のツールとしての敬語の指導という視点に立たなけれ

ば、単なる言語文化としての「敬語」、「敬意」なき「敬

語」の指導になってしまうのではないだろうか。

　

 5 　おわりに～まとめにかえて～

　以上、小学校から中学校における敬語指導教材につ

いて、学習指導要領、教科書教材を中心に見てきた。

　敬語の指導は、伝統的な言語文化と国語の特質に関

する事項に含まれながら、話すこと、書くことにも関

連がある事項である。また、社会問題ともなっている

人間関係の構築・維持などにおおきく影響する敬意表

現の指導は、適切に、実際的に行われなければならな

いと考える。また、実際の教材については、小学校・

中学校において系統性が認められる。しかし、それは、

あくまでも知識体系としての系統性である。適切な敬

語使用、敬意表現指導としての敬語指導を成立させる

ためには、敬意表現としての敬語という位置付けを再

確認し、単なる知識的な指導にならないよう実際的な

指導も充実させながら指導を展開していくことが求め

られる。

　また、課題として、宮本も述べているように、敬語

指導に関して系統立ててカリキュラムを作成し、良好

な人間関係構築・維持のための敬意の表現の仕方、そ

の中の敬語という観点で具体的な指導内容・指導方法

を考えていく必要がある。さらに、現行の教科書教材

を用いて、敬語がどのように指導されているのか、具

体的な実践例を挙げながら、その効果について検証を

進めていく必要があると考える。
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